05　留学生の日本語を支えるレアリアをめぐって by 高木 南欧子 & Takagi Naoko
参考文献  
Kachru, B. 1985. “Standards, codification and sociolinguistic realism: The English Language in 
the outer circle,” in English in the World: Teaching and learning the language and literature ,
Ed. by R.Quirk and H.G.Widdowson, Cambridge: Cambridge University Press, pp.11–30.
Нечаева Л.Т. и др. 2002. Японский язык для начинающих. Часть первая, Часть вторая.
(Новая редакция), М.: Московский лицей.
荒川洋平 . 2009. 『日本語という外国語』 . 講談社 .
嶋田和子〔監修〕・できる日本語教材開発プロジェクト . 2011. 『できる日本語 初級』. ア
ルク .
坪山由美子，簗島史恵 . 2010. 『日本事情・日本文化を教える』（国際交流基金 日本語教
授法シリーズ第 11 巻） . ひつじ書房 .
戸辺又方 . 1999. 「ロシア語教育におけるレアリア —外国語教育の一視点—」 , 『北九州
大学外国語学部紀要』96, pp.45-54.
西口光一 . 2011. 「日本語教育のイノベーションは可能か」〔神吉宇一との対談〕 , 『月刊
日本語』（アルク）24-2, pp.38-40.
ブラント・ベルトルト . 2010. 「ロシア語を異言語として教授すること―ロシア語教育概
観―」 ,『ロシア語研究 《木二会》年報』22(2009), pp. 53-79. 小林潔〔翻訳〕 , 原著
は Brandt, Bertolt. 1999. “Vermittlung des Russischen als Fremdsprache,“ in Handbuch der 
sprachwissenschaftlichen Russistik und ihrer Grenzdisziplinen, Hrg. von Helmut Jachnow; 
unter Mitarbeit von Sabine Dönninghaus et al., Wiesbaden: Harrassowitz, Slavistische 



































堤 正典 編『ロシア語学と言語教育 Ⅴ』神奈川大学言語研究センター, 2015, pp. 25-44.
Masanori TSUTSUMI (ed.) Russian Linguistics and Language Education.Ⅴ.

















































































































































































































































































































 おばさん：おばあさん  おじさん：おじいさん  ゆき：ゆうき 
 え：ええ  とる：とおる 
 ここ：こうこう  へや：へいや 












































4． 日常会話における語彙  
 「レアリア」は，その言語を学習しようとする人だけでなく，教師の側も意識しておい
た方がよいが，すべての事象を百科事典的に覚えることも無理がある．「0．はじめに」に
おいて，千野（1984）が‘A cup of tea’の例を紹介していたが，「お茶」は日常生活にお
いて身近なものであり，人間関係の潤滑油にもなっており，どの言語の語学の教材にも登
4 これは一見，無声化による促音化のように見えるが厳密にいうと違いがある．無声化に
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8 「お茶」は 5 課の新出単語であるが，「お茶」を誘う例文として用いられているのは 6 課
であった．





表 2 「お茶（“tea”）がさすもの」と言ったら？ 
国（地域） 「お茶（“tea”）」がさすもの 
韓国 緑茶 11，麦茶，コーン茶 
中国 12 緑茶（龍井茶），その他の中国茶 
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し，表 2 で行ったのと同様のアンケートを行った．結果を表 3 に示す． 
 
表 3 「お茶しよう」（「何か飲みながら休憩しよう」） 18 
国（地域） 母語別テキスト 日本語（直訳） 
韓国 카페 가자 カフェ行こう 
中国 喝点什么吧 何か飲もうか 
台湾 ＊具体物と場所を言う （例）ドリンクスタンドで○○を飲
もう 
ベトナム Di uống nước không? 水を飲みに行かない？ 
オーストラリア Let’s get a drink! 何か飲もう！ 
ロシア Пойдём пить чай “Чай”（紅茶，緑茶）を飲みに行こう 
“ドイツ（北部） （場面によるが）
Lass uns Kaffee  trinken!
 
コーヒーを飲もうよ! 
イタリア Beviamo qualcosa? 何か飲まない？ 
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 日本語能力試験（「Japanese-Language Proficiency Test」以下「JLPT」）が 2010 年に改
訂され，JLPT は課題遂行のための言語コミュニケーション能力を測るテストとなった．



























































































（『日本語能力試験 JLPT 公式問題集 N1』:71） 
 











おそらく A の自宅，または A の所属する会社などであり，これらの発話は，訪問先を辞す
る際の発話における決まり文句であるというレアリアを知っていることが必要だ． 


















































21 欧州言語共通参照枠（“Common European Framework of Reference for Languages”）．



































21 欧州言語共通参照枠（“Common European Framework of Reference for Languages”）．
22 全米外国語教育協会（“The American Council on the Teaching of Foreign Languages”）によ
って示されている外国語能力基準（“ACTFL Proficiency Guidelines”）．
Osakan:まいど． 




































































































































石毛直道.2009.『 飲食文化論文集』 .清水弘文堂書房. 
岩崎邦彦.2008.『緑茶のマーケティング―“茶葉ビジネス”から“リラックス・ビジネス”
へ』.農山漁村文化協会.  
金水 敏.2003.『ヴァーチャル日本語 役割語の謎』.岩崎書店. 
宇佐美洋.  2005. 「日本語学習者による日本語作文と，その母語訳との対訳データベース」.
『日本語教育年鑑 2005 年版』特集「書くということの意義」国立国語研究所プロジ
ェクトから 1. pp.53-58.国立国語研究所. 
河野俊之. 當作靖彦 ・横溝 紳一郎 (監修) 2014.『音声教育の実践 (日本語教師のための
TIPS77 第 3 巻)』.くろしお出版. 
梶原勝美.2012.「お茶のブランド・マーケティング」『社会科学年報』46, pp.3-15.専修大
学社会科学研究所 
K・ジョンソン, H・ジョンソン. 岡秀夫(監訳). 1999.『外国語教育学辞典』. 大修館書店. 




スリーエーネットワーク.2012.『みんなの日本語 初級Ⅰ 第２版 本冊』.スリーエーネ
ットワーク. 
高木南欧子. 2008.「ディベート準備における大学生の発話の分析」『日本語教育学世界大





試験 公式問題集 N１』.凡人社. 








（2015 年 1 月 15 日アクセス） 
